
訓練実施施設

訓練コース番号 コース名 （　　　） 基礎 （　○　） 実践 コース

訓練時間

就職支援 18

安全衛生 3

職務の理解 6

介護における尊厳の保持・自立支援 9

介護・福祉サービスの理解と医療

との連携

老化の理解 6

振り返り 4

修了評価 1

介護レクリエーション 12

3

3

3

3

42

訓練対象者の条件

訓練時間

定員

随時
施設見学会

日程(要事前予約)

受講者の負担する
費用

介護の基本

認知症の理解
認知症を取り巻く状況、認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活、

介護保険制度、障害者総合支援制度及びその他の制度、

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、

支援等の基礎的知識、家族の心理・かかわり支援の理解

6

しくみの基礎的理解、老化の理解

ション技術、介護・福祉サービスの理解と医療との連携、介護に関するこころの

生活と家事、快適な居住環境整備と介護、
死にゆく人に関したこころとからだのしくみと終末期介護

介護における尊厳の保持、介護における自立支援、介護保険制度

介護レクリエーションの意義と役割、高齢者に求められるレクリエーション及び
レクリエーションの企画

9

6

9
医療との連携とリハビリテーション

老化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康

職務経歴書・履歴書の作成支援、面接指導

株式会社　AS教育センター
5－06－13－002－05－0459

学
科

3

11

２０２４年　９月　２日 ～ 　２０２４年　９月１７日

6

介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、
介護における安全の確保とリスクマネジメント、介護職の安全

介護現場における感染症予防や腰痛対策等

多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解

人権と尊厳を支える介護、自立に向けた介護

募集期間

訓練内容

科　目 科目の内容

介護におけるコミュニケーション技術

障害の理解
障害の基礎的理解、障害の医学的側面・生活障害・心理･行動の特徴・かかわり
家族への支援、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理

介護におけるコミュニケーション、

介護におけるチームのコミュニケーション

介護に関するからだのしくみの基礎的理解

介護職の接遇・マナー、介護職のスキルアップ講座、介護職とピラティス、

アロマセラピー、手話

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅱ

振り返り、就業への備えと研修修了後における継続的な研修

筆記試験(介護職員初任者研修事業実施要綱に基づく全科目筆記試験)

36

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅰ

認知症の理解、介護の医学的理解、障害者の理解、介護におけるコミュニケー

介護職に必要な周辺知識

18
移動・移乗・外出介助、総合生活支援技術演習

一連の流れの総復習

45

移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、

整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、

10

入浴・清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、
こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅲ

排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護、

睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護

①多摩地区住宅型訪問介護の現状/株式会社アスモ介護サービス

そ
の
他

企業実習（渋谷区、杉並区、中野区、世田谷区、三鷹市、狛江市、調布市、府中市、国分寺市、西東京市、昭島市、八王子市、武蔵
村山市）※企業実習の訓練時間は、9：00～16：00です

職業人講話　　 　  

こころとからだのしくみと生活支援技術Ⅳ 介護過程の基礎的理解、総合生活支援技術演習

③多摩地区介護現場の状況/医療法人社団 心身会

④障害者施設の状況/株式会社HABING

②多摩地区特別養護老人ホームの状況/社会福祉法人 心会

食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護,

訓練期間 ２０２４年10月22日 ～ 　２０２５年１月21日 無し

訓練目標

土日祝の訓練実施の有無

 １０月２２日開講　ハロートレーニング（求職者支援訓練） Ｂ-○○

介護・福祉関連業界において介護職として求められている専門的な知識や技術を習得し、さらに現場で実践的に活躍できる人材となる。

※問い合わせ先(042-314-1051)

９：１５～１６：４０

１２名 （受講申込者が募集定員の半数に満たない場合は、訓練の実施を中止することがあります）

教科書代8,800円、企業実習先までの交通費実費×7日、健康診断費実費
資格取得に必要な法定講習(法定時間)の欠席による補講代として講義1時間につき2,700円

第1回 第2回

第3回 第4回
随時開催しております。（お問い合わせの上、お越し下さい。）

生活支援技術(演習)

特になし

実
技

介護職員初任者研修・介護レクリエーション養成科
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選考日

先行予約先

(電話番号)

持ち物

選考結果発送日

選考方法

選考会場の住所

訓練実施施設名

訓練実施施設名の住所

TEL番号

(問い合わせ先)

FAX番号

メールアドレス

お問い合わせ担当者

　　　　　　　　B-○○

最寄駅 京王線 府中駅、各線 府中本町駅

※募集期間終了間際になりますとハローワークの受付窓口が大変混雑致しますので、お早めの受講申し込み手続きをお勧め致します。

株式会社 AS教育センター
最
寄
駅
か
ら
訓
練
実
施
施
設
ま
で
の
地
図

同 上

〒183-0056 東京都府中市寿町1-1-3三ツ木寿町ビル7階

042-314-1051

042-314-1052
training@asece.co.jp

西 ・ 坂本

・レクリエーション介護士 2 級

2024年10月2日
最
寄
駅
か
ら
選
考
場
所
ま
で
の
地
図

042-314-1051

時間
上記に必ず予約の電話をしてください。
選考時間は予約時にお知らせします。

筆記用具
2024年10月8日

面接

〒183-0056 東京都府中市寿町1-1-3三ツ木寿町ビル7階

最寄駅 京王線 府中駅、各線 府中本町駅

PRポイント（目指す仕事内容、就職先実績、訓練内容の工夫等）

修了後に取得できる資格 受験時期 受験料

・介護職員初任者研修修了｢令和6年 5月27日時点指定申請中｣

◆介護福祉士の講師が常駐
AS教育センターには、介護福祉士の講師が常駐しており介護業界で「働いてきた」

「教えてきた」経験豊富な講師陣が在籍しております。講義のフォローや介護に関す

る相談はもちろん、万全な就職・教育サポート体制を整えております。「講義の内容

がわからない」「介護業界について詳しく聞きたい・知りたい」など、皆様のご不安に

“随時”きめ細かく対応してまいります。またベテランの講師陣が担当いたします。【Ａ

Ｓ教育センターホームページをご覧ください】

http://www.asece.co.jp/

株式会社AS教育センター
の特徴

◆介護職員初任者研修とは
介護職の入り口の研修として、新たに創設されたものです。

介護職員初任者研修の資格取得により、介護に最低限必要な知識や技術

を習得している証明になり、特に介護関連のお仕事では職場から取得を求

められる資格になります。

◆＋αの訓練を実施！！
＋αの授業として、医療的ケア｢介護職に必要な医療との連携｣を学びます。

「アロマセラピー」、「手話」、「安全衛生」、介護職員のためのピラティス等学

べます。知っておくと良い知識として＋αの訓練を充実させています。

★レクリエーション介護士の資格も取得できます！！
介護現場においてレクリエーションの重要性が高まり、レクリエーション担当

者の配置やニーズが高まっています。その為に介護レクリエーションの基本

を学びます。

■企業実習（職場体験）を7日間実施！！
実際の介護現場で、介護の仕事を体験し、介護職で働くイメージが

できます。

介護職員初任者研修とは・
訓練内容について

介護職員初任者研修修了の資格取得につきましては、法律で定められた科目(法

定科目)をすべて受講し、かつ修了評価を基準に満たすことが必要となります。自己

都合でその科目を欠席され時間数が不足しますと、資格取得ができなくなりますの

で予めご注意ください。尚、法定科目を欠席した場合の補講費用は1時間2,700円と

なります(詳細については、直接お問い合わせください）。「介護職員初任者研修」の

研修の指定を受けられなかった場合には、訓練を中止することがあります。訓練実

施期間中に身分証明書（運転免許証、健康保険証等）の提示による本人確認を実

施いたします。介護実習を行うため胸部レントゲン、細菌検査、PCR検査等を行いま

す。

◆様々な角度から就職サポート
就職支援担当者(3名)、採用担当者が応募書類作成支援や面接指導、模擬面接等

を随時実施いたします。また、介護サービス企業の情報提供を行い受講者の皆様

の就職を様々な角度からサポート致します。訓練終了後も、就職相談や就職先の情

報提供等サポートを行います。

就職支援等について

受講者の皆様が安心して訓練を受講できるように、下記の通りウィルス感染対策を

実施しております。

・入室前の手先指先の石けん洗浄 ・１日２回の検温実施 ・間隔を開けた座席レイ

アウト ・アルコール消毒液の設置 ・マスク着用の実施 ・強制換気装置の設置 ・

共有部分の定期的な消毒 ・教室内にウィルス除菌オゾン発生装置の設置等。

ウィルス等の感染対策
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